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白衣でアピール

◀ 

挨
拶
す
る
奥
村
運
営
委
員
長

■
一
九
四
五
年
七
月
一
七
日
、

ポ
ツ
ダ
ム
会
談
中
、
ト
ル
ー
マ

ン
大
統
領
に
原
爆
実
験
成
功
の

耳
打
ち
。
二
ヶ
月
前
に
ド
イ
ツ

降
伏
。
関
心
は
戦
後
世
界
体
制

の
地
図
色
に
移
っ
て
い
た
。
■

米
国
は
対
日
戦
の
早
期
終
結
を

め
ざ
し
、
以
前
か
ら
ソ
連
に
対

日
参
戦
を
要
請
。
会
談
前
の

一
五
日
に
参
戦
の
確
約
を
得
た

が
実
験
成
功
で
不
要
に
。
■
以

下
は
降
戦
ま
で
の
歴
史
＝
・
七

月
二
六
日
に
米
英
中
三
国
は
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
発
表
・
八
月
六
日

午
前
八
時
に
米
国
原
爆
広
島
投

下
・
八
日
午
後
一
一
時
に
ソ
連

対
日
宣
戦
布
告
・
九
日
午
前
六

時
に
ソ
連
軍
攻
撃
開
始
・
同
日

午
前
一
一
時
に
米
国
原
爆
長
崎

投
下
・
一
〇
日
に
日
本
国
体

護
持
条
件
で
宣
言
受
諾
決
定
・

一
四
日
に
日
本
無
条
件
で
宣
言

受
諾
決
定
・
一
五
日
に
宣
言
受

諾
と
戦
争
の
終
結
を
発
表
。
■

米
国
は
原
爆
を
三
個
作
製
、
ポ

ツ
ダ
ム
会
談
前
日
に
実
験
を
成

功
さ
せ
、
測
定
装
置
で
そ
の
影

響
力
の
全
て
を
把
握
し
て
い
た
。

米
国
主
導
の
日
本
降
伏
を
め
ざ

し
、
最
も
殺
傷
・
破
壊
効
果
の

あ
る
投
下
点
を
調
べ
て
六
日
に

原
爆
広
島
投
下
。
日
本
の
降
伏

表
明
な
し
に
慌
て
、
ソ
連
参
戦

同
日
に
再
び
長
崎
投
下
。
関
東

軍
潰
走
を
受
け
、
日
本
降
伏
。

■
米
国
の
原
爆
投
下
目
的
は
明

ら
か
。
生
身
の
人
間
の
原
爆
デ

ー
タ
ま
で
持
ち
去
っ
た
。『
人

体
実
験
』
だ
と
怒
る
広
島
・
長

崎
市
民
に
歴
史
的
正
当
性
が
あ

る
。
宣
言
受
諾
が
七
月
中
で
あ

れ
ば
‥
‥
。
戦
争
遂
行
者
の
罪

も
深
い
。　
　
　
　
　
（
タ
ニ
）

県
内
５
ヵ
所
で
420
名
参
加

審
議
会
傍
聴
、意
見
陳
述
も

座
り
込
み
行
動
実
施

し
た
。
７
月
６
日
午
前

は
五
所
川
原
中
央
公
民

館
、
午
後
は
弘
前
文
化

セ
ン
タ
ー
、
夜
は
平
内

町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
。

　

翌
７
日
午
前
は
コ
ー

プ
あ
お
も
り
本
部
会

議
室
（
青
森
）、
午
後

は
八
戸
市
福
祉
公
民

館
。
参
加
者
は
順
に
120

名
、
85
名
、
58
名
、
33
名
、

120
名
。
合
わ
せ
て
416
名
で
し
た
。

　

小
森
氏
は
、
す
べ
て
の
会
場

で
自
民
党
改
正
草
案
（
昨
年
４

月
決
定
）
に
つ
い
て
詳
し
く
解

説
。
特
に
、
現
在
及
び
将
来
に

わ
た
り
侵
す
こ
と
の
出
来
な
い

永
久
の
権
利
と
し
て
信
託
さ
れ

た
国
民
の
基
本
的
人
権
。
こ
の

基
本
的
人
権
を
「
公
益
及
び
公

の
秩
序
に
反
し
な
い
」
範
囲
に

狭
め
、
権
力
者
を
縛
る
現
憲
法

を
、
国
民
を
縛
る
憲
法
に
変
質

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
点
を
厳

し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　

各
講
演
会
場
は
、
主
催
者
の

努
力
に
よ
り
多
く
の
参
加
者
で

埋
め
ら
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

相
次
ぎ
憲
法
講
演
会

開始にあたり市民に訴える奥村県労連議長

は
開
会
挨
拶
で
、
自
ら
の
体
験

も
交
え
て
、
共
済
加
入
の
重
要

性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

議
案
提
案
は
、
田
中
事
務
局

長
。
質
疑
討
論
で
は
、
年
金
者

組
合
の
「
助
け
合
い
あ
い
介
護

　

開
始
は
10
時
、
終
了
15
時
46

分
。
参
加
者
は
延
べ
12
団
体
、

35
名
。
冒
頭
の
挨
拶
で
奥
村
県

労
連
議
長
は
、
安
倍
首
相
が
盛

ん
に
自
慢
す
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

は
国
民
、
特
に
若
者
の
雇
用
と

生
活
を
根
底
か
ら
破
壊
す
る
も

の
、
参
院
選
で
の
勝
利
を
テ
コ

に
し
た
暴
走
を
許
さ
ず
、
働
く

人
々
の
収
入
底
上
げ
に
は
最

賃
の
大
幅
引
き
上
げ
は
不
可

欠
。
出
来
る
だ
け
早
い
時
期
に

800
円
、
20
年
ま
で
に
千
円
に
す

る
こ
と
は
、
政
労
使
の
合
意
事

項
。
約
束
を
守
る
よ
う
強
く
訴

え
ま
し
た
。　

　

参
加
者
は
、
交
替
で
次
々
マ

イ
ク
を
握
り
、
現
行
最
賃
額
が

い
か
に
低
い
か
を
生
活
実
態
に

照
ら
し
て
訴
え
、
ま
た
、
チ
ラ

シ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
活
動

を
並
行
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

テ
ン
ト
を
張
り
横
幕
、
ポ
ス
タ

ー
、
ノ
ボ
リ
旗
を
掲
げ
、
歌
声

を
交
え
た
座
り
込
み
に
、
駅
前

を
行
き
か
う
市
民
や
観
光
客
か

ら
、
大
き
な
注
目
を
浴
び
続
け

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
平
成
25
年
度
最

賃
額
改
定
の
中
央
最
賃
審
議
会

の
答
申
作
業
を
受
け
た
、
青
森

県
最
賃
審
議
会
の
第
１
回
会
合

日
で
も
あ
り
ま
し
た
。
県
労
連

か
ら
８
名
が
傍
聴
。
今
副
議
長

が
大
幅
引
上
げ
の
必
要
性
を
、

貧
困
の
実
態
と
原
因
や
、
企
業

と
政
府
の
責
任
を
問
う
詳
細
な

意
見
陳
述
を
し
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
」
を
組
織
拡
大
に
結

び
つ
け
て
い
る
こ
と
や
、
自
治

労
連
の
自
動
車
共
済
加
入
促
進

な
ど
各
加
盟
単
位
共
済
会
代
議

員
ら
か
ら
運
動
経
験
を
含
め
た

発
言
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
最
後

に
方
針
と
新
役
員
体
制
を
全
員

一
致
で
確
認
し
ま
し
た
。

　

全
労
連
共

済
青
森
支
部

第
４
回
総
会

を
７
月
13
日

午
後
、
県
労

連
会
館
会
議

室
で
約
20
名

の
参
加
で
開

催
し
ま
し
た
。

支
部
運
営
委

員
長
の
奥
村

県
労
連
議
長

全労連共済青森支部総会

共済加入促進を

国民とのねじれ
　　 一層深まる

̶ 参院選の結果 ̶

最 賃
引き上げ

　

第
２
次
安
倍
内
閣
発
足
後

初
の
国
政
選
挙
、
第
23
回
参

院
選
の
結
果
は
予
想
通
り
と

い
う
か
、
マ
ス
コ
ミ
誘
導
も

あ
り
、
自
民
党
の
圧
勝
だ
っ

当
選
議
席
の
多
く
が
大
政
党

に
有
利
な
選
挙
区
。
投
票
率

が
史
上
３
番
目
の
低
さ
に
表

れ
て
い
る
。

　

参
院
で
の
改
憲
派
議
員
３

分
の
２
以
上
確
保
は
、
阻
止

し
た
形
だ
が
、
油
断
は
禁

物
。
た
だ
、
96
条
改
定
に
は

民
主
党
も
含
め
反
対
議
員
が

多
い
。
改
憲
は
安
倍
首
相
の

う
の
は
案
外
早
い
か
も
。
そ

れ
に
は
総
力
を
あ
げ
て
、
安

倍
内
閣
の
悪
政
推
進
と
真
っ

向
勝
負
で
闘
う
こ
と
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
る
。　
（
Ｔ
）

た
。
ね
じ
れ
国
会
は

解
消
さ
れ
た
か
も
知

れ
な
い
が
、
民
意
と

の
ね
じ
れ
は
一
層
、

深
ま
っ
た
。
識
者
の

大
方
の
評
論
は
、
支

持
基
盤
の
強
さ
が
勝

因
で
は
な
く
、
乱
立

し
た
他
の
政
党
の
頼

り
な
さ
に
仕
方
な
く

自
民
党
を
選
択
し
た

に
過
ぎ
な
い
と
言

う
。

思
い
通
り
に
は
い
か

な
い
だ
ろ
う
。
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
雇

用
と
生
活
破
壊
策
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
が

早
速
始
ま
っ
た
。
長

期
政
権
に
な
れ
る
か

注
目
を
浴
び
て
い
る

が
選
挙
後
、
内
閣
支

持
率
が
急
落
す
る
な

ど
、
本
性
が
目
に
見

え
始
め
、
安
倍
内
閣

が
国
民
の
支
持
を
失

　

７
月
23
日
、
県
労
連
は

青
森
駅
前
公
園
で
最
賃
引

上
げ
の
座
り
込
み
行
動
を

実
施
し
ま
し
た
。
全
国
一

律
で
時
給
千
円
の
実
現
を

目
指
す
運
動
の
一
環
。
座

り
込
み
時
間
は
、
千
円
と

県
最
賃
額
654
円
の
差
346
円

と
同
じ
346
分
（
５
時
間
46

分
）。
４
月
か
ら
の
パ
ー

ト
・
臨
時
労
組
連
絡
会
と

の
共
同
街
宣
・
署
名
・
シ

ー
ル
投
票
、
５
月
の
全
労

連
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
キ
ャ
ラ

バ
ン
各
県
労
働
局
要
請
に

続
く
節
目
の
行
動
で
す
。

　

全
国
９
条
の
会
事
務
局
長
・

小
森
陽
一
氏
（
東
大
教
授
）
を

迎
え
て
の
憲
法
講
演
会
が
県
内

５
カ
所
で
相
次
ぎ
開
催
さ
れ
ま
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第273回
クロスワード
パズル

向こう側が青森河川国道事務所

●
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
に
回
答
。
氏
名
、
住
所
、

組
合
名
を
書
い
て
送
っ
て
下

さ
い
。
余
白
に
職
場
の
様
子

や
最
近
の
出
来
事
な
ど
を
ぜ

ひ
お
寄
せ
下
さ
い
。
正
解
者

の
中
か
ら
抽
選
で
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
９
月
15
日
●
発
表

＝
10
月
号
●
宛
先
＝
表
面
題

字
下
に
表
記
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ

ー
ル
は
欄
外
に
表
記
。「
第

273
回
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
」
係
ま
で
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
ビ
ー
ル
に
枝
‥

③
ク
ワ
ガ
タ
と
並
ぶ
昆
虫
採
集

の
花
形

⑦
砂
浜
で
目
隠
し
を
し
て
遊
び

ま
す

⑨
イ
ク
‥
。
イ
ケ
‥

⑩
溺
れ
る
者
は
つ
か
む
？

⑪
‥
は
損
気

⑫
神
社
に
い
る
女
性

⑭
大
勢
の
中
か
ら
引
き
抜
い
て

主
役
に
‥
す
る

⑯
巻
き
上
げ
機
械

⑱
こ
の
ヒ
ン
ト
は
‥
の
カ
ギ

⑳
料
金
を
取
っ
て
貸
す
部
屋

㉑
‥
の
横
好
き

㉓
転
ば
ぬ
先
の
‥

㉔
酒
田
金
時
の
幼
名

㉖
三
色
ス
ミ
レ
と
も
言
う

㉗
ボ
ク
シ
ン
グ
の
試
合
場

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
新
聞
や
雑
誌
、
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
な
ど

②
‥
刀
、
座
右
の
‥

③
江
戸
時
代
の
新
聞

④
魚
偏
に
師
と
書
き
ま
す

⑤
‥
運
転
は
絶
対
に
ダ
メ

⑥
一
点
し
て
新
生
活

⑧
河
童
の
‥
流
れ

⑪
こ
の
ヒ
ン
ト
は
‥
の
カ
ギ

⑬
高
校
球
児
が
目
指
し
ま
す

⑮
地
、
坂
、
城
な
ど
の
偏

⑰
い
つ
や
る
か
‥
で
し
ょ

⑲
こ
ま
ご
ま
し
た
器
具

⑳
キ
ュ
ウ
リ
の
‥
巻
き

㉒
触
ら
ぬ
神
に
‥
な
し

㉔
‥
ポ
イ
ン
ト
。
‥
ホ
ル
ダ

ー
㉕
‥
よ
り
証
拠

第
271
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
カ
タ
ツ
ム
リ

《
当
選
者
》
15
通
の
応
募
で

全
員
正
解
で
し
た
。
当
選
者

は
次
の
方
々
で
し
た
。
三
浦

久
美
子
（
県
医
労
連
）、
成

田
美
貴
子
（
年
金
者
組
合
家

族
）、
佐
井
由
美
子
（
県
教

組
）、
藤
巻
千
津
子
（
サ
ン

ヨ
ー
ソ
ー
イ
ン
グ
支
部
）

　
７
月
か
ら
の
給
与
削
減

に
は
本
当
に
困
り
ま
し
た
。（
佐

井
久
美
子
・
県
教
組
）

　
最
近
の
メ
デ
�
ア
は

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
応
援
ラ
ッ
パ
を

吹
い
て
い
ま
す
。（
岡
本
猛
・

年
金
者
組
合
）

　
夏
の
ボ
�
ナ
ス
が

楽
し
み
で
す
ネ
。（
三
浦
久
美

子
・
県
医
労
連
）

　
ま
ち
が
い
さ
が
し
や

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
が
楽
し
み
で
す
。

（
起
田
多
美
子
・
年
金
者
組
合
）

　
梅
雨
入
り
し
た
の
に

晴
天
続
き
で
嬉
し
い
（
？
）
で

す
。
食
中
毒
、
熱
中
症
に
要
注

意
。（
今
晴
美
・
ひ
だ
ま
り
ユ

ニ
オ
ン
）

　
今
年
も
６
カ
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。
年
々
、
年
月
の

早
さ
を
感
じ
ま
す
。（
長
内
幸

子
・
建
交
労
家
族
）

　
参
院
選
公
示
！

１
票
を
大
切
に
す
る
の
は
今
で

し
ょ
！
平
和
な
世
界
、
幸
せ
な

日
々
を
願
っ
て
い
ま
す
。（
宇

部
好
子
・
県
教
組
）

　
針
に
糸
が

な
か
な
か
通
り
ま
せ
ん
。
や
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。（
都
谷
森

孝
子
・
年
金
者
組
合
）

　
毎
朝
�
朝
ド
ラ

「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
を
観
て
笑
い

転
げ
て
い
ま
す
。（
成
田
保
・

年
金
者
組
合
）

　
庭
の
木
に
モ
ズ
の

夫
婦
が
巣
作
り
を
し
た
。
カ
ッ

コ
ウ
が
托
卵
し
て
い
た
の
か
、

モ
ズ
の
ヒ
ナ
が
押
し
出
さ
れ
、

落
ち
た
。
生
存
競
争
の
厳
し
さ

を
見
た
。（
加
福
重
治
・
年
金

者
組
合
）

建交労全国ダンプが
東北６県キャラバン
青森行動を７月５日に実施

次
々
と
定
期
大
会

青森県

　

建
交
労
全
国
ダ
ン
プ
キ
ャ
ラ

バ
ン
の
一
環
と
し
て
、
東
北
６

県
行
動
が
７
月
１
日
か
ら
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
20
回
目
。

青
森
行
動
は
７
月
５
日
に
全
国

ダ
ン
プ
部
会
長
、
東
北
各
県
代

表
を
含
め
、
地
元
青
森
か
ら
は

長
内
県
本
部
長
、
菅
野
書
記

長
、
高
橋
ダ
ン
プ
支
部
書
記
長

ら
が
参
加
。
国
交
省
青
森
河
川

【
お
知
ら
せ
】

■
８
・
15
青
森
県
平
和
集
会
と

デ
モ
＝
８
月
15
日
12
時
10
分
〜

50
分
、
青
い
森
公
園

■
全
労
連
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
初
級

労
働
学
校
＝
８
月
17
日
13
時
〜

18
日
12
時
、
ア
ッ
プ
ル
パ
レ
ス

青
森

■
青
森
県
労
連
第
25
回
定
期
大

会
＝
８
月
24
日
10
時
〜
16
時
30

分
、
ア
ピ
オ
あ
お
も
り
大
研
修

室
（
終
了
後
、
懇
親
会
あ
り
）

■
第
４
回
平
和
を
考
え
る
県
民

の
つ
ど
い
＝
９
月
７
日
10
時
〜

16
時
、
青
森
市
文
化
会
館
５
階

大
会
議
室

　

県
労
連
加
盟
組
合
は
、
本
年

度
定
期
大
会
を
開
催
。
６
月
８

日
の
県
教
組
を
皮
切
り
に
、
９

月
28
日
の
県
国
公
ま
で
次
々
。

県
労
連
は
４
役
で
手
分
け
。
激

励
挨
拶
を
続
け
て
い
ま
す
。

の
訴
え
な
ど
、思
い
は
多
く
の

人
々
に
伝
わ
っ
て
い
る
と
考
え

ま
す
。

　

取
り
組
み
の
中
で
新
し
い
若

い
仲
間
が
増
え
た
り
、各
団
体

の
イ
ベ
ン
ト
宣
伝
も
あ
っ
た
り
、

運
動
の
輪
は
確
実
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　

下
北
半
島
の
六
ヶ
所
、東
通
、

む
つ
、大
間
の
原
子
力
関
連
施

　
「
原
発
な
く
せ
」「
再
稼
働
反
対
」
首
相
官
邸
前
行
動
は
〝
列
島

共
鳴
〞
状
態
に
拡
大
。
青
森
県
内
で
は
、
青
森
市
を
皮
切
り
に
八

戸
、
十
和
田
、
む
つ
の
４
市
に
広
が
り
、
弘
前
で
も
独
自
の
形
で

運
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
行
動
１
周
年
を
機
に
、
青
森
行
動
で
中

心
的
に
奮
闘
し
て
き
た
立
柳
県
労
連
副
議
長
に
聞
き
ま
し
た
。

　

昨
年
８
月
10
日
か
ら
始
ま

っ
た
原
発
な
く
そ
う
核
燃
い
ら

な
い
青
森
金
曜
行
動
。あ
お
も

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
有
志

で
始
め
、早
い
も
の
で
１
年
を

迎
え
ま
し
た
。通
行
人
に
書
い

て
も
ら
っ
た
ボ
ー
ド
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
、リ
レ
ー
ト
ー
ク
、歌
声
で

設
も
１
年
間
で
様
変
わ
り
し
ま

し
た
。大
間
原
発
建
設
は
再
開

さ
れ
、む
つ
中
間
貯
蔵
施
設
は

大
き
く
建
設
が
進
行
、再
処
理

は
、淡
々
と
続
行
中
。　　
　
　

　
　

現
実
は
ど
う
か
。福
島
原

発
事
故
の
避
難
者
は
、２
年
５

カ
月
後
の
今
な
お
、15
万
人
を

数
え
、困
窮
、健
康
不
安
、様
々

な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
生
活
難

は
想
像
を
は
る
か
に
超
え
ま
す
。

事
故
は
収
束
ど
こ
ろ
か
被
害
は

拡
大
し
て
い
ま
す
。金
曜
行
動

を
し
な
い
で
済
む
日
が
来
る
こ

と
を
信
じ
て
、今
後
も
続
け
て

行
く
つ
も
り
で
す
。

国
道
事
務
所
に
要
請
し

ま
し
た
。

　

東
北
で
は
今
年
４
月

に
、
公
共
工
事
労
務
費

の
引
き
上
げ
が
あ
り
ま

し
た
。
現
場
労
働
者
、

特
に
震
災
復
興
労
働
者

の
賃
金
へ
の
波
及
、
重

層
下
請
構
造
改
善
、
過

積
載
防
止
な
ど
に
つ
い

て
受
注
業
者
を
厳
し
く

指
導
す
る
よ
う
働
き
か
け
ま
し

た
。

　

青
森
ダ
ン
プ
支
部
で
は
、
県

建
設
業
協
会
、
県
発
注
機
関
へ

の
要
請
を
強
め
、
単
価
引
き
上

げ
、
使
用
促
進
を
一
層
強
め
て

行
く
つ
も
り
で
す
。

今
後
も
続
け
て
い
く
決
意

満
一
周
年
を
迎
え
た
金
曜
行
動

　
▶
八
戸

　
▶
む
つ

　
▶
十
和
田

　
▶
青
森


